
   

むし歯の治療が終わりました！！ 

 おうちの方からむし歯の治療が済んだご報告をいただいています❣❣ 

６月の歯科検診でむし歯なし・治療済みだった割合と１０月末のむし歯なし・治療済みの割合です。 

学年 ６月のむし歯なし・処置済みの割合 １０月のむし歯なし・処置済みの割合 

１年生 ６６．７％    （１６人/２４人） ７９．２％   （１９人/２４人） 

２年生 ６９．２％   （１８人/２６人） ７６．９％   （２０人/２６人） 

３年生 ５８．３％   （１４人/２４人） ７９．２％   （１９人/２４人） 

４年生 ５９．１％   （１３人/２２人） ８１．８％   （１８人/２２人） 

５年生 ８０．０％   （２４人/３０人） ９６．７％   （２９人/３０人） 

６年生 ８５．２％   （２３人/２７人） ８５．２％   （２３人/２７人） 

大野小全体 ７０．６％  （１０８人/１５３人） ８３．７％  （１２８人/１５３人） 

１２月に再度むし歯や歯肉炎の治療が終わっていない児童のみなさんにお知らせを出す予定です。 
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おうちの方
かた

と一緒
いっしょ

に読
よ

んで

くださいね。 



朝ご飯をしっかり食べる時間はありますか？睡眠時間は足りていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーライトが睡眠を妨げていることを知っていま

すか？ 

パソコンやスマートフォンからは、多くのブルーライトが出て

います。ブルーライトは、目に見える光の中で一番エネルギーが

強いので、体に対していろいろな影響を与えます。最も大きいの

は、目への影響です。ブルーライトを見ると私たちは、疲れ目と

呼ばれる眼精疲労や、目の痛みを起こしやすくなります。さらに

ブルーライトは、目だけではなく、体全体にも影響をおよぼしま

す。夕方から夜にかけて、睡眠ホルモンと呼ばれるメラトニンが

脳の中で増えていきます。このメラトニンの働きで眠くなるので

すが、500 ルクス以上の明るい光を浴びると、メラトニンが減っ

てしまいます。ブルーライトは、他の色に比べてメラトニンを減

らす力が強いので、特に注意が必要です。眠る直前までゲーム、

スマートフォン、タブレット、パソコン、薄型テレビを見ている

人は、それらの画面から出るブルーライトがメラトニンを減らし

て、寝つきが悪くなったり、眠りが浅くなったりします。 

 

 

 


